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国債

702兆円 (23%増）

535兆円 (11%増）

貸出金 111兆円 (2.3倍）
暉資産 ー年で129兆円増

ETF 35兆円 (25%増）

REIT 6500億円 (18%増）

社償 6兆円 (2倍）

CP / 4兆円 (99°/c叫
（注）2020年12月31日時点、力、，

は19年末からの比較
ノコ内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
よ
る
資
金
供
給
で
日

銀
の
資
産
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
2
0
2
0
年
12
月
末
時

点
で
7
0
2兆
円
と
な
り
、

1
年
前
に
比
ぺ

1
2
9兆

円
培
え
た
。
デ
ー
タ
を
開
示
す
る

1
9
9
8年
以
降
で

最
大
の
増
加
額
。
欧
米
の
中
央
銀
行
で
も
コ
ロ
ナ
対
応

の
資
直
購
入
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
企
業
の
資
金
繰
り
や

雇
用
を
下
支
え
す
る

一
方
で
、
株
高
な
ど
の
局
所
的
な

バ
プ
ル
を
助
長
す
る
と
の
警
戒
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。2

 

日
本
郵
政
の
増
田
克
也
社
長

は
日
本
経
済
新
聞
の
取
材
に
応

じ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）

と
収
益
力
の
強
化
に
向
け

「役

貝
の
兼
務
を
進
め
て
持
ち
株
会

社
と
日
本
郵
便
を
一
体
化
す

る」

と
明
ら
か
に
し
た
。
事
業

の
核
と
な
る
郵
便
局
で
は

「相

続
や
介
護
な
ど
の
相
談
を
広
げ

る
」
と
述
べ
、
高
齢
者
向
け
の
新

ー
事
業
を
展
開
す
る
考
え
を
示
し

［

た
。
金
融
2
社
に
頼
る
グ
ル
ー

高齢者向けに新事業
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（注）各中銀総資産の対名目GDP比

（出所）SMBC日興証券

緩
和
バ
ブ
ル
に
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も
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急
増
。
政
府
が
新
型
コ
ロ
ナ

＿
が
コ

ロ
ナ
の
H
響
で
ー
陪
4

対
応
で
補
正
予
算
を
組
む
た

一
2
0
0
万
人
増
多

g
r忠

め
短
期
国
債
を
大
量
発
行
し

す
る
．021世
紀
は
ほ
ぼ

．
ロ

て
日
銀
が
吸
収
し
た
形
だ
。
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
11後
膝

一し
て
貧
困
濤
が
滅
っ
て
‘
]
た

が

、
コ
ロ
ナ
を
機
に
イ

‘
h'一

各
国
中
銀
の
総
資
産
の
増
達
也
】
世
界
銀
行
が

5
日
改

加

率

に

苓

目

す

る

と

、

米

欧

訂

し

た

世

界

経

済

見

通

し

に

砂

や
ア
フ
リ
カ
な
ど
経
済

・
込

[
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し
る
力
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規
撲

i
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米
欧
と
の
伸
び
率
の
差
は
も
2
5
6％
と
小
幅
に
膨
ら
策
が
長
引
け
ば
財
政
の
持
続
高
い
」
と
世
銀
は
警
告
す
る
。

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
先
辿
団
よ
ー

日
銀
の
政
策
余
地
の
乏
し
さ
む
公
冥
だ
。

(
1面
参
照
）
性
に
不
安
が
広
が
る
恐
れ
が
新
興
国
や
発
展
途
上
国
で
り
後
回
し
に
な
り
、

経
済
や

―

守

を
映
す
。
日
銀
は
2
％
の
物
各
国
の
中
央
銀
行
は
国
債
あ
る
。
一
部
の
新
興
国
で
は
貧
困
層
の
拡
大
も
深
刻
化
す
社
会
革
盤
が

一
段
と
脆
弱
に

i

の鐵

ー

日

1
2
1
0
8

価
安
定
目
標
に
向
け
、
金
融
購
入
で
金
利
高
騰
を
抑
え
て
「
成
長
見
通
し
は
暗
く
、
返
る
。
世
銀
は
深
刻
な
貧
困
者

一な
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

一

日
銀
の
5
日
の
発
表
に
よ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー
(
C
P
)
融
市
場
の
安
定
を
掲
げ
る
。

急
落
し
た
3
月
に
比
べ
東
証
緩
和
を
長
期
間
続
け
て
き

る
と
、
資
産
の
伸
ぴ
率
は
23
や
社
債
の
買
い
入
れ
枠
も
大
コ
ロ
ナ
禍
で
上
均
投
資
信
託

1
部
全
体
の
時
価
総
額
は
1
た
。
国
債
の
大
規
模
買
い
入
を
つ
け
て
き
た
結
果
だ
。

た
。
円
相
場
は

4
日
に

一
時
、
が
あ
れ
ば
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く

作
用
も
増
す
。
経
済
が
停
滞

一

％
で
4
年
ぶ
り
の
高
さ
だ
っ
幅
に
拡
大
し
、
日
銀
の
持
つ

(
E
T
F
)を
年
12兆
円
ま
で

3
0兆
円
程
度
増
え
た
。
日
れ
に
加
え
、
主
要
国
で
は
ど

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
抑
対
ド
ル
で
10カ
月
ぷ
り
と
な
追
加
的
な
金
融
緩
和
措
置
を

す
る
な
か
で
の
株
高
に
頁
産
―

た
。
主
な
資
産
の
な
か
で
最

C
P
と
社
債
は
約
2
倍
に
増
買
い
入
れ
で
き
る
よ
う
に
し
銀
の
保
有
す
る
E
T
F
は
時
の
国
も
実
施
し
て
い
な
い
E

え
込
ん
だ
中
国
人
民
銀
行
は
る
円
高
水
準
と
な
っ
た
。
再
扇
じ
る
」
と
繰
り
返
す
が
、

パ
プ
ル
を
懸
念
す
る
由
も
ト

一

も
増
え
た
の
が
銀
行
な
ど
へ

え
た
。
こ
う
し
た
支
援
が
奏

た
結
果
、
日
銀
の
持
つ
E
T

価
で
45兆
円
を
超
え
て
い
る

T
F
の
買
い
入
れ
は
開
始
か
日
米
欧
の
よ
う
に
総
資
産
を
び
日
銀
の
政
策
期
待
が
市
場
国
債
や
E
T
F
な
ど
の
資
産
が
る
。
日
銀
に
と
っ
て

21年
一

の
貸
出
金
だ
。
20
年
末
時
点
功
し
、
企
業
の
資
金
繰
り
は

F
は
前
年
比
25％
増
の
35兆
も
よ
う
で
、
最
大
の
日
本
株
ら
10年
を
超
え
た
。
日
銀
の
膨
ら
ま
せ
て
い
な
い
。
危
機
で
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
買
い
入
れ
が
大
き
く
な
る
ほ
は
昨
年
以
上
に
政
策
辿
営
が

―

て
1
1
1兆
円
と
2
.
3倍
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
円

（簿
価
）
と
な
っ
た
。

20
保
有
者
に
な
っ
て
い
る
。
総
資
産
は
国
内
総
生
産

(
G
時
の
金
融
政
棗
力
は
中
国
黒
田
東
彦
総
裁
は
「
必
要
ど
市
均
機
能
を
ゆ
が
め
る
副

＿難
し
い
年
に
な
り
そ
う
だ
二

に
な
っ
た
。

の
、
倒
産
や
失
業
者
の
急
増
年
の
口
い
入
れ
額
は
約
7
兆

国

債

の

残
高
も
5
3
5兆

D
P
)
の
約
1
.
3倍
で
、
が
最
も
あ
る
と
い
え
る
。

一

日
銀
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

円
で
過
去
最
高
だ
。
日
銀
の
円
と
11％
増
え
た
。
特
に
償
米
欧
を
は
る
か
に
上
回
る
。
日
本
政
府
は

2
度
目
と
な

多
い
と
い
う
。

一

で
企
業
の
資
金
繰
り
支
援

を

資

金
繰
り
支
援
と
並
ぶ
コ

買
い
入
れ
効
果
も
あ
り
、
コ
還
ま
で
1
年
以
下
の
短
期
国

コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
経
済
を
る
緊
急
事
態
宣
言
を
検
討

実
際
に
従
事
し
た
際
の
ば

墨
醤

課
題
に
据
え
た
。
20
ロ
ナ
対
応
と
し
て
日
銀
は
金

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
株
価
が
債
は
41兆
円
と
4
.
4倍
に

下
支
え
す
る
金
融
緩
和
に
手
す
る
事
態
に
追
い
込
ま
れ

金
は
医
涼
楓
関
側
が
及
払

年
3
月
に
ゼ
ロ
金
利
で
民
閻

う
。
大
学
病
院
や
大
学
病
院

銀
行
に
貸
し
出
し
の
原
資
を

か
ら
医
師
を
派
遣
す
る
的
院

i

供
給
す
る
制
度
を
導
入。

20

脱

・

金

融

依

存

郵

便

底

上

げ

へ
の
隠

が
見
込
ま
れ
る
。

一

年
4
月
以
降
は
各
金
融
機
関

の
利
用
実
績
に
応
じ
て
日
銀

「
|

|
1

に
持
つ当
座
預
金
の
残
高
に

—

0
.
1％
の
金
利
を
つ
け
る

よ
う
制
度
を
拡
充
し
、
日
銀

の
貸
出
金
は
急
増
し
た
。

資
金
繰
り
支
援
で
は
コ
マ
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「
看
護
大
学
院
生

現
場
に
派
遣
を
」

t
厚
労
省
が
協
力
要
請

世銀見通し

20年

•4.3 

•3.6 

21年
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財
政
出
動
今
年
も
拡
大
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